
博士号取得後，プラズマ・核融

合コミュニティの皆様に叱咤激励

を受けながら，“若手”研究者として実験研究に従事して，

気が付けば１０数年の歳月がたとうとしています．“もう若

くないのか？”とうすうすと感じながら，まだまだ若手と

自分に言い聞かせる日々です．健康診断の数値にショック

を受け，ウォーキング，ジョギング，ロードバイク，エア

ロバイクをはじめ，食事にも気を付けた結果，この１年で

10 kg 以上減量しました．血液検査の結果も大分改善され

てきたのかと思っています．今後筋肉増強をめざして活動

中です．さて，ここ数年，電子の熱力学的な特性に関して

実験を行ってきましたが，文献を調べるうちに，カロリー

摂取，プロテイン，代謝，体重増減などの関係を熱力学で

記述する論文を見つけ，Human Thermodynamics という

分野があることを知りました．関係ないと思っていた事象

でも実は共通の物理があるケースが多々存在しており，普

遍性ある実験を行うことで，プラズマ・核融合研究の発展

に貢献できればと思っているところです．

週末に息子が入っているサッカースポーツ少年団のコー

チをしているのですが，ここでも大学における研究教育と

の共通事項があって，サッカーを楽しむ子ほど上達が早

く，実験を楽しむ学生ほど良い結果を出してくれます．自

身でも，自由に物事を考える時間が取れるときに良い結果

が出ることを，海外での研究を含めた１０数年で痛感してい

ます．大学の業務が煩雑化し，研究の時間を確保すること

が難しくなってきている現状ではありますが，実験を楽し

む姿勢を失わないように心がけていきたいと思うこの頃で

す．

最後に，新型コロナウイルスの感染拡大により，小学校

が休校となり，子どもたちがサッカーをすることもできな

い日々が続いています．WHOがパンデミック宣言を出し

ましたが，何とか終息に向かってほしいところです．プラ

ズマ・核融合コミュニティの皆様もお身体に気を付けてお

過ごしください． （高橋和貴）
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